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第 1 楽章は変ロ長調，4 分の 4 拍子でやや自由な
ソナタ形式をとる(図 1)。楽章は 68 小節で構成され
ており，冒頭 2 小節の短い序奏の後，28 小節の提示
部は主調による律動的な第 1 主題(T1・譜例 1)と，
属調であるヘ長調による歌謡的な第 2 主題(T2・譜
例 2)を骨格としている。第 2 主題が 7 小節で中断さ













20 小節の再現部は提示部と同様の 2 小節の短い










































［図 1］ 分析資料 
序奏 第1主題(T1) 第2主題(T2) 推移部 ブリッジ① 提示部のCoda(コデッタ)
4 1 ・
4 ＋ 1 ＋ 2 G.P. 3 ・ 30 30
M1 M2 60 60
B-dur F-dur(属調)
T1M2の変形 推移部の変形 ブリッジ①' 展開部のCoda(コデッタ)
1
＋ G.P. 2 2 18
B-dur g-moll(平行調) B-dur
序奏 T1の短縮 推移部の変形 ブリッジ① Coda
1 ・
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(2)提示部 T2 
先述したように提示部 T2 は 7 小節で中断されて






また，T2 には T1 に見られるような 2 つのモ
ティーフがなく，単一のモティーフが繰り返されて
いる。このことからも，T2 の性格は T1 に比してや
や単調に感じられなくもない。しかし，第 11 小節と
第 15 小節を比較すると，強弱記号が p から mf へ
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［譜例 6-1］ 
Cl.  Ob. 
 
Bsn.  Hn. 
 
［譜例 6-2］ 
Fl.  Ob. 
 
Bsn.  Cl. 
 
［譜例 6-3］ 
Hn.  Fl.＆Cl. 
 





























解決している。このことから，［譜例 4］の 5 小節目
では終止感を過度に出すことなく，ドッペルドミナ
ントから続くファゴットの順次進行を基本としつつ，
［譜例 3］［譜例 5］に比して延長された 2 小節を表
現することが考えられる。第 2 に，［譜例 3］から［譜
例 5］におけるそれぞれ 2 小節のドッペルドミナン



























































フである M1 および M2 はそれぞれ歌謡的，律動的



















［図 2］しゃくい 6) 
 
 









［譜例 7］の 4 小節目 3 拍目で M1 が終止する。
そのため，しゃくいを図式化した［図 2］の③，す
なわち 3 拍目ではいったん「止め」の動作が必要と








































は，オーボエ 2，ホルン 2，ファゴット 3，コン




















6） 斎藤(2010, p.45)を参照。 
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